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　本稿は、MD&Aの記載内容がどのように変化してきているかを、トピックモデルを用いて検証した。その結果、
近時のディスクロージャー制度改革に伴い、経営戦略および会計上の見積等に関する記述が充実したことを示す
証拠を得た。また経営者は、同改革後、より幅広いトピックについて議論するようになったことを示唆する証拠
も得た。当該発見事実は、近時のディスクロージャー制度改革がMD&A開示に、決して小さくはないインパク
トを及ぼしていることを示唆している。

MD&A情報における「トピック」の分析
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